
技 術 ・ 家 庭 科 （ 家 庭 分 野 ） 学 習 指 導 案 

題材名「 快適で安全な住まい方 」 
令和５年１０月６日（金） 第５校時 ２-２教室 

沼田市立沼田南中学校 ２年２組 指導者 小林 美緒奈 

Ⅰ 題材の構想 

１ 題材の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 

知識及び技能 ・家族の生活と住空間との関わり、

住居の基本的な機能、家庭内の事

故の防ぎ方など家族の安全を考え

た住空間の整え方について理解す

る。 

・小学校では住まいの主な働きと快適

な住まい方について学習し、理解して

いる。安全な住まい方についての家族

の年齢構成に合わせて整え方が変わる

ことを理解させる必要がある。 

思考力、判断力、 

表現力等 

・家族の安全を考えた住空間の整え

方について問題を見いだして課題

を設定し、解決策を構想し、実践

を評価・改善し、考察したことを

論理的に表現するなどして課題を

解決する力を身に付ける。 

・自分の住まいの安全について、家族

と話し合ったことがあると答えた人は

約６割であった。家族に合わせ様々な

場面を想定した住空間の整え方を考

え、共有することで実践につなげる必

要がある。 

学びに向かう力、 

人間性等 

・家族や地域の人々と協働し、より

よい生活の実現に向けて、住居の

機能と安全な住まい方について、

課題の解決に主体的に取り組んだ

り、振り返って改善したりして、

生活を工夫し創造し、実践しよう

とする。 

・自分の住まいについて、自分の部屋

の掃除や整頓など主体的に快適に整え

ることができている生徒は約７割であ

った。一方で、家族や地域のために主

体的に快適な住まいにしようと実践し

ている人は少ないため、課題の解決に

向けて具体的に考えさせていく必要が

ある。 

２ 評価規準 

知識・技能 ・家族の生活と住空間との関わり、住居の基本的な機能について理解してい

る。 

・家庭内の事故の防ぎ方など家族の安全を考えた住空間の整え方について理解

している。 

思考・判断・表現 ・家族の安全を考えた住空間の整え方について問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現す

るなどして課題を解決する力を身に付けている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・家族や地域の人々と協働し、よりよい生活の実現に向けて、住居の機能と安

全な住まい方について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改

善したりして、生活を工夫し創造し、実践しようとしている。 

３ 指導と評価の計画 

   ※「資料１ 問題解決的な学習となるよう工夫した指導と評価の計画」を参照 

 

Ⅱ 本時の学習（６／８） 

１ ねらい 地域で起こりうる災害（水害・土砂災害）を想定し、家族構成に合わせ具体的な避難の

方法を考えることを通して、家族の安全を考えた住まい方を工夫することができる。 

２ 展開 

主な学習活動、 指導上の留意点 

生徒の反応・発言等〔Ｓ〕 ☆ICT 活用＜分類＞ 

１ 前時の学習を振り返り、本時の

めあてをつかむ。（５分） 

 

☆前時の復習を、ス

ライドを通して確

認する。〈可視

化〉 

 

 

○本時の学習へ見通しをもって取り

組めように、既習事項を提示す

る。 

 

主な発問 

＜めあて＞ 

災害時にだれもが安全に避難するた

めのポイントや方法を考えよう。 



２ グループ（疑似家族）ごとに安

全な避難を考えることを確認す

る。(５分) 

Ｓ：前回の授業で、指定避難先を確

認したから、１番近い場所に避

難すればいいかな。 

☆避難場所や避難の

タイミング、避難

経路をまとめやす

くなるよう、スラ

イドの例を提示す

る。〈可視化〉 

○グループ活動をスムーズに進める

ことができるように、どこにどの

ようにいつ避難するかの視点を提

示する。 

○避難場所や避難のタイミング、避

難経路のそれぞれの理由を班で話

し合うように、全体に促す。 

３ グループで話し合い、安全な避

難の方法を考え、ワークシート

やロイロノートにまとめる。 

（15分） 

 

 

 

 

 

Ｓ：乳幼児の安全の確保のため

に、レベル３の時に避難しよう

かな。 

Ｓ：中心部に住んでいて土砂災害や

洪水のリスクがなく、歩行困難

な祖母もいるので指定避難先に

避難しない方が良いかな。 

☆防災マップを確認

しながら、災害の

リスクと安全な避

難の方法について

考える。〈データ

活用〉 

 

 

 

☆防災マップに避難

先への避難経路を

記入したり、避難

のタイミングを示

したりして、ロイ

ロノートにまとめ

る。〈思考の整

理〉 

○既習事項を生かして考えることが

できるように、家族構成（高齢

者・乳幼児の有無）、家の立地

（川沿い・斜面）、移動手段（車

の有無）を考慮するよう助言す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分の班と他の班の発表資料を

比較し、相違点についてグルー

プで話し合い、発表をする。 

（15分） 

Ｓ：共通点は非常用持ち出し袋の中

身は食料や水の優先順位が高い

ことで、相違点は高齢者がいた

ので、警戒レベル２の時に早め

に避難していること。 

 

 

 

 

         

☆自分のグループと

の相違点について

話し合う。〈比

較〉 

☆自分のグループと

の相違点をカード

にまとめ、全体で

共有する。〈共

有〉 

 

 

 

 

○全体で意見が共有できるように、

自分の班との相違点について班で

話し合ったことをロイロノートの

カードにまとめるよう促す。 

 

〇自分の班と他の班との相違点にさ

らに気づくことができるよう、提

出されたカードをモニターやタブ

レットに映して提示する。 

 

 

 

                 

 

５ 自分や家族が避難することを想

定し、避難方法について振り返

る。（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次時の学習につながるように、自 

分の家族を想起してワークシート 

に記入するよう促す。 

 

 

「どのように災害時に行動すれば家族の誰もが安全に避

難できるのか。」 

◎（○）評価項目 

（思考・判断・表現） 

・ワークシートやロイロノートの

記述内容から、「家族構成に合わ

せた具体的な避難の方法について

考え、家族の安全を考えた住まい

方を工夫することができるか」を

評価する。 

 

＜まとめ＞ 

災害時安全に避難するには、家族構成に合わせて非常用持ち出し袋や避難先、避難のタイミング、避

難経路などを考えることが大切である。 

＜振り返り＞ 

Ｓ：災害時の避難のタイミングや避難方法をグループで話し合ったり、他のグループの発表を聞

いたりして、水害の時には川の近くを避けて避難することや、高齢者や幼児がいた場合には警戒

レベルが早いうちに避難することなど家族に合わせた安全な避難方法を考えることができた。私

の家族には配慮する家族はいないけど、ペットがいて移動するのに時間がかかると思うので、レ

ベル２か３で避難したい。また、近くに祖父母が住んでいるので事前に避難経路を一緒に確認し

たり、高齢者に配慮した非常用持ち出し袋を用意したりするなど、安全な住まい方についてもう

一度考えたい。 

 

 



 

 
 

問題解決的な学習となるよう工夫した指導と評価の計画（全８時間計画） 

過
程 

時
間 

○ねらい・ めあて  ・学習活動 

◇評価規準〈方法〉〇指導に生かす評価 

         ●評定に用いる評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

つ 

か 

む 

１ 

○住まいに関わる問題を見

いだし、課題を設定し、

学習計画を立てることが

できる。 

・住まいに関する問題

をキーワードであ

げ、同じ意見同士で

まとめ題材の課題を

設定し、学習の計画

を立てる。 

 ●家族の安全を 
考えた住生活 
の整え方につ 
いて、問題を見 
いだして課題 
を設定してい 
る。（ワークシ 
ート） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●住居の機能と 
安全な住まい

方について、課

題の解決に向

けて主体的に

取り組もうと

している。 
（ワークシート） 
（行動観察） 
（ロイロノート） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追 

究 

す 
る 

２ 

○日本の住まいの変化や快

適な室内環境について理

解することができる。 

・日本の伝統的な住ま

いから現在の住まい

への変化や気候に合

わせた住まいの工夫

についてまとめる。 

・洋式と和式の住まい

の特徴についてまと

め、違いを比較す

る。 

・快適な室内環境の条

件や整え方について

まとめ、自分の家庭

における健康で快適

な室内環境の整え方

について考える。 

●日本の気候に

合った伝統的

な住まいの工

夫や和式、洋式

のそれぞれの

特徴について

理解している。

（ワークシー

ト・ロイロノー

ト） 

●快適な室内環

境の条件や整

え方について

理解している。

(ワークシー

ト) 

 

３ 

○住まいの役割を理解し、

や住まいの空間と家族の

生活行為との関わりにつ

いて考えることができ

る。 

・自分たちの生活を振

り返りながら、住ま

いの役割について考

えさせる。 

・模擬家族をもとに、

住まいの空間と生活

行為との関わりにつ

いて考える。 

・模擬家族をもとに、

快適な住空間となる

ための部屋の配置を

考える。 

●住まいの基本

的な機能につ

いて理解して

いる。（ワーク

シート） 

●住まいの空間

と生活行為と

の関わりをふ

まえて、部屋の

配置を考え、工

夫することが

できる。(ワー

クシート・ロイ

ロノート) 

４ 

○家族の安全を考えた住空

間の整え方について理解

することができる。 

・ヒヤリハットを用い

て整理し、改善策に

ついてグループで話

し合う。 

・自分の家庭を振り返

り、家庭内事故が起

きそうな場所とその

改善策をまとめる。 

●家庭内事故を

防ぎ方など家

族の安全を考

えた住空間の

整え方につい

て理解してい

る。（ワークシ

ート） 

 

題材の課題：家族だれもが健康・快適・安全に住み続けるようにするためには、どのよう

な住まい方をしたらよいだろうか。 



 

 
 

追 

究 

す 

る 

５ 

○自然災害に備え、家族の

安全を考えた住空間の整

え方を理解し、家族構成

などを考慮した必要な災

害の備えを考え、工夫す

ることができる。 

・自然災害に備え家族

の安全を考えた住空

間の整え方について

まとめる。 

・模擬家族を用いて、

災害時に非常用持ち

出し袋に何が必要か

グループで話し合

う。 

・沼田市のハザードマ

ップを活用し、避難

先や起こりうる自然

災害を確認し、防災

マップを用いて避難

のタイミングについ

て学習する。 

●自然災害に備

えた住空間の

整え方につい

て理解してい

る。 

○ハザードマッ

プを活用し、自

分の住んでい

る地域に起こ

りうる自然災

害や避難先に

ついて知るこ

とができる(ワ

ークシート) 

○ハザードマッ

プを活用し、自

分の住んでい

る地域に起こ

りうる自然災

害や家族構成、

避難のタイミ

ング等を考慮

して、非常用持

ち出し袋の中

身について考

え、工夫するこ

とができる。 

（ワークシート・

ロイロノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●住居の機能と 

安全な住まい

方について、実

践を評価し、よ

りよいものに

改善しようと

している。(ワ

ークシート・行

動観察) 

 

 

 

 

●安全な住まい

方について、課

題解決に向け

た一連の活動

を振り返って

改善しようと

している。（ワ

ークシート・行

動観察） 

６ 

○地域で起こりうる災害

（水害・土砂災害）を想

定し、家族構成に合わせ

具体的な避難の方法を考

えることを通して、家族

の安全を考えた住まい方

を工夫することができ

る。 

・模擬家族での災害時

における備えや避難

経路などをスライド

にまとめ、全体で共

有する。 

・各班の発表や前時ま

での授業内容等をふ

まえて、自分の家庭

の災害への安全対策

を考える。 

 ●家族構成に合

わせた具体的

な避難の方法

について考え、

論理的に表現

することがで

きる。 (ワーク

シート・ロイロ

ノート) 

７ 

○自分の住まいの健康・安

全・快適プランを工夫す

ることができる。 

・課題とその解決策 

についてグループで

発表し、検討したこ

とを訂正する。 

 ●課題の解決に

向けて自分の

住まいの安全・

快適プランを

考え、計画を工

夫している。

(計画・実践レ

ポート) 

家庭実践○自分の住まいの健康・安全・快適プランを家庭で実践する。 

ま 

と 

め 

る 

８ 

○我が家の健康・安全・快

適プランの実践を発表し

合い評価・改善し、これ

までの学習の振り返りや

今後の生活に生かしたい

ことをまとめる。 

・実践の発表会をふま

えて、自分の安全・快

適プランの実践を振

り返り、今後に向け

ての改善策を考え

る。 

・これまでの学習や自

分の家庭の実践をふ

まえて、今後の生活

に生かしていきたい

ことをまとめる。 

 ●家族の安全を

考えた住生活

の整え方につ

いて、実践を評

価したり、改善

したりしてい

る。（計画・実践

レポート） 

●家族の安全を

考えた住生活

の整え方につ

いて、課題解決

に向けた一連

の活動につい

て考察したこ

とを論理的に

表現している。

（ワークシー

ト） 

 



授業におけるＩＣＴの活用計画 

 

１ 題 材 快適で安全な住まい方（Ｂ.衣食住の生活） 

 

２ 本時のねらい（６／８）  

地域で起こりうる災害（水害・土砂災害）を想定し、家族構成に合わせて、具体的な避難の方法を考

え、工夫することができる。 

 

３ 本時におけるＩＣＴの活用 

 

 

 

○ロイロノートの思考ツールを活用し、非常用持ち出し袋の中身を考える。【表現】 

○各グループの発表資料を共有・比較しながら安全な避難の方法について検討する。【協働での意見整理】  

○思考ツールを活用させることで、非常用持ち出し袋に必要な物

や優先順位等が一目で理解することができる。 

○グループで作成したダイヤモンドグラフを提出箱に提出させ、

回答内容を共有することで他グループ（模擬家族）の非常用持

ち出し袋の内容との違いに気づくことが出来る。 

○それぞれのグループ（模擬家族）で考えた家族が安全に避難す

る方法を共有し、共通点や相違点を踏まえて自分のグループ

(模擬家族)と比較をすることで本時の課題への理解を深めら

れるようにする。 

○ロイロノートの画面配信を行うことで、それぞれのグループ

(模擬家族)との比較をまとめやすいようにする。 

 ・ロイロノートのダイヤモンドグラ
フを活用し、話し合い活動を通して
優先度が高い順に非常用持ち出し
袋の中身をまとめる。 

思考ツールを活用し、考えを可視化する 

発表資料を共有・比較しながら理解を深める 

 

 

 

 

 

 

〇〇 

 

〇〇 

〇〇 

 グループワークの内容を参考に、振り返りを行う 

・本時の課題を把握し、避難場所、避
難経路、避難のタイミングをグル
ープ（模擬家族）ごとに話し合い、
発表資料としてまとめる。 

・ロイロノートの提出箱に提出され
た発表資料を共有し、資料を見な
がら発表を聞く。 

○本時のまとめ、振り返りを行う。【思考を深める学習】 

・ロイロノートの提出箱に提出され
た各グループの発表資料を確認
する。 

 ○自分の家庭において災害時にできることをより具体的に表

現できるように各グループ（模擬家族）の発表の内容を共有

し、自己の振り返り（ワークシート）に生かせるようにする。 

資料２ 



 

授業におけるＩＣＴの活用計画 

 

１ 題 材 快適で安全な住まい方（B.衣食住の生活） 

 

２ 本時のねらい（２／８）  

異なる家族構成の模擬家族をもとに住空間の使い方を考える活動を通して、家族それぞれの住生活

に対する思いや願いを共に尊重しながら調整して住空間を整える必要があることを理解できる。 

 

 本時におけるＩＣＴの活用 

 
 
○各グループ（模擬家族）の発表内容を確認することで、自分 
の家庭に置き換えて、家族誰もが快適に暮らすためにどのよ 
うな工夫ができるか、どのようなことを大切にしたいかを考 
えやすくし、自己の振り返りに生かせるようにする。 

 

○各グループの発表資料を共有・比較しながら、家族それぞれの住空間に対する思いや願いにあった住 

空間の使い方について検討する。【協働での意見整理】 

○ロイロノートの画面配信を行うことで、それぞれのグループ

（模擬家族）で考えた住空間の使い方を共有し、比較しやすいよ 

うにする。 

○発表を聞き、自分のグループと比較して共通点や相違点を見つ 

けることで、家族の状況や願いを大切にして住空間の使い方を 

工夫する必要があることに気付かせる。 

 

・本時の課題を把握し、家族誰もが快
適に暮らせる住空間の使い方をグ
ループ（模擬家族）で話し合う。 

・ロイロノートで提出された発表資料
を共有し、発表を聞く。 

発表資料を共有・比較しながら理解を深める。 

グループワークの内容を参考に、本時のまとめ、

振り返りを行う。 

○本時のまとめ、振り返りを行う。【思考を深める学習】 

・ロイロノートに提出された各グル
ープの発表資料を確認する。 

 

 

資料２ 



授業におけるＩＣＴの活用計画 

 

１ 題 材 災害への備え（B 衣食住の生活［住］） 

 

２ 本時のねらい（６／８）  

地震が起きたときに家の中にいた場合を想定し、グループで住まいの地震対策について考える活動

を通して，安全な住まい方について表現することができる。 

 

３ 本時におけるＩＣＴの活用 

 

 

 

 

 

○地震体験動画を視聴し、地震が起きた際に家の中にいた場合を想定し、問題を見い出させる。【思考・表現】 

○ジャムボードを活用し、住まいの地震対策でできることを話合い、全体共有を行う。【協働での意見整理】  

○家の中で地震が起きたことを想定した動画を視聴することで、

地震が起きたときに家の中にいるとどうなるかのイメージす

ることができる。 

○動画を視聴し、家の中で何が起こっていたかを全体で共有し、

課題を設定する。 

○それぞれのグループごとにジャムボードを活用し、個人で住ま

いの地震対策でできることを打ち込み、意見交換をする。 

○全体共有の際は、モニターにジャムボードの画面を提示し、そ

れぞれのグループとの比較をまとめやすいようにする。 

 

・家の中にいる場合を想定した地震体
験動画を視聴し、地震が起きた際に
家の中にいた場合を想定させる。 

・「家具が倒れた」「食器が割れた」等、
何が起きていたかを確認させる。 

動画を視聴し、地震のイメージを膨らませる 

意見交流・全体共有を迅速かつ適切に行い、理解

を深める。 

 

 

 

 

 

〇〇 

 

〇〇 

〇〇 

 全体で共有したの内容を参考に、シミュレーショ

ンを行う  

○自分が家の中にいるときに地震が起きた際にどのような行動

をするかのシュミレーションを行うことで、自己の振り返り

に生かせるようにする。 

・ジャムボードを活用し、それぞれ
の住まいの地震対策でできること
を打ち込み、グループで共有する。 

・各グループの地震対策を発表し、
共通点や相違点を踏まえて自分の
グループと比較をすることで、本
時の課題への理解を深められるよ
うにする。 

 

○安全対策の全体共有を参考に、防災シュミレーターを活用し、家の中での地震発生時の行動について考え

る。【思考を深める学習】  

・【防災シミュレーター】震度 6強体
験シミュレーション : 防災情報の
ページ - 内閣府 (bousai.go.jp)。 

・内閣府の防災シュミレーターを活
用し、自分が家の中にいるときに地
震が起きた際にどのような行動を
するかのシュミレーションを行う。 

 

 

 

例 

資料２ 

https://www.bousai.go.jp/simulator/shindo6/index.html
https://www.bousai.go.jp/simulator/shindo6/index.html
https://www.bousai.go.jp/simulator/shindo6/index.html

